
倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

倉
吉
市
議
会
だ
よ
り

白
壁
白
壁

今号の内容今号の内容
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
・
・
・
２
～
９９

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・

議
案
に
対
す
る
質
疑
・
・
・
・・
・・
1010
～～
1111

常
任
委
員
会
・

常
任
委
員
会
・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1111
～～
1212

議
案
等
の
議
決
結
果

議
案
等
の
議
決
結
果
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1313

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1414

臨
時
会
・
視
察
報
告

臨
時
会
・
視
察
報
告
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
1515

飛
び
出
せ
！
議
場
・
６
月
定
例
会
・
編
集
後
記

飛
び
出
せ
！
議
場
・
６
月
定
例
会
・
編
集
後
記
・・
1616

33
月
定
例
会

月
定
例
会

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

こ
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
本
人
が
執
筆

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
要
約
）し
た
も
の
を
基
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年

令
和
７
年
66
月
１
日
発
行

月
１
日
発
行

33
令和７年４月18日（金）
HOTEL　星取テラスせきがね　竣工式

　～関金保育園児によるダンス～

撮影者：議会だより編集委員

　令和７年３月第３回倉吉市議会定例会が、
令和７年３月３日（月）から３月25日（火）まで
開催されました。
　会議録（質問・答弁など）は、市立図書館で
ご覧になれます。
　市議会会議録検索システムは、倉吉市ホー
ムページからご利用できます。

市議会会議録
検索システム
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【市政に対する一般質問】
【一般質問とは？】
　年４回の定例会で行うことができます。議員が、市の事務の執行状況や今後の方針などについての報告や説
明を市長や執行機関の長に求め、適切な市政運営が行われているかを質すものです。倉吉市議会では、基本的
に１人あたりの質問時間は２５分です。

３月
令和７年

第３回
定例会

◎印のついた質問は、次頁以降に記載しています。

会
派
名

議員名 発言通告要旨

や
　
　
ら
　
　
い
　
　
や

山根 健資

◎ 防犯・監視カメラの設置について

◎ 下水道管の管理状況について

◎ 倉吉市におけるコンパクトシティの
考えについて

◎ 海外留学生への支援について

大月 悦子

◎ 国際女性デー2025について

◎ ビジネスケアラーについて

倉吉市職員の退職者について

大津 昌克
◎ 第12次倉吉市総合計画について

職員人事、定数管理について

丸田 克孝

◎ 自治公民館自衛消防団について

◎ 琴櫻観光駐車場の有料化とトイレの
設置について

◎ 夜行高速バス（東京行きキャメル号）
の復活について
新型コロナウイルス感染症蔓延時の
融資返済開始について

田村 閑美

西エリア地区保育所再編計画について

◎ 投票率向上に向けた取組について

◎ 関金地区の観光推進について

集いの森について

藤井 隆弘

◎ 市職員の管理について

公共施設等総合管理について

空き家・空き地対策について

自治公民館活動について

福井 典子

◎ 廃校の利活用について

◎ 学校給食と食育について

◎ 観光のまちづくりの推進について

会
派
名

議員名 発言通告要旨

新　
　
　
　
政　
　
　
　
会

鳥飼 幹男

◎ 旧国鉄倉吉線廃線跡トイレ整備につ
いて

◎ 商業街路灯の管理運営について

◎ 放課後児童クラブの長期休暇中の昼
食提供について
HPVワクチンのキャッチアップ接種
の経過措置について

鳥羽 昌明

◎ 西エリア保育所再編計画について

5歳児健診について

帯状疱疹ワクチン公費助成について
県が創設予定の鳥取方式短時間勤務
制度について

福井 康夫

◎ 大規模災害時対応の現状と課題につ
いて
健康管理について

市役所の組織運営と人事管理について

◎ 公立保育所の再編について

竺原 晶子

プレミアム付デジタル商品券について

ホームページでの情報発信について

◎ 子どもの声を聴く仕組みづくりにつ
いて

◎ 帯状疱疹ワクチン定期接種化について

伊藤 正三

「103万円の壁」について

◎ 地方創生について

◎ 農業政策について

米田 勝彦

◎ フードバンク（食品の無償提供活動）
について

◎ 若者の交流拠点について

◎ 職員の広報活動について

日
本
共
産
党

佐藤 博英

◎ トイレ増設について

琴櫻・赤瓦観光駐車場有料化について

◎ 高齢者、障がい者ごみ出し支援につ
いて
保育園問題について

◎ 補聴器助成について

一般質問通告一覧表

【通告とは？】
　本会議で発言しようとする議員は、あらか
じめ議長に対して質問する項目を明らかにす
るために、文書で通告を行います。この文書
を「質問通告書」と言います。
　なお、この通告一覧表は定例会開会日のお
おむね２週間前に倉吉市ホームページに掲載
されています。

定例会の一般質問
発言通告表
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や
ら
い
や

大お
お
つ
き月 

悦え
つ
こ子

問　
防
犯
・
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
状

況
と
今
後
の
設
置
予
定
は
。

答　

現
在
、
28
施
設
に
１
１
２
台
設

置
し
て
お
り
、
今
後
も
適
切
な
場
所
へ

の
増
設
を
検
討
す
る
。
防
犯
上
の
必

要
性
に
つ
い
て
多
様
な
意
見
を
踏
ま

え
、
支
援
の
可
能
性
も
考
慮
す
る
。

問　
埼
玉
県
八
潮
市
で
下
水
道
管
の

破
損
に
よ
り
道
路
が
陥
没
し
た
。
本

市
の
下
水
道
管
の
管
理
状
況
等
は
。

答　

下
水
道
維
持
管
理
指
針
に
基
づ

き
異
常
の
有
無
を
確
認
し
て
い
る
。
八

潮
市
に
あ
る
５
ｍ
級
の
管
は
な
く
、
最

大
口
径
は
１
・
２
ｍ
。
倉
吉
市
内
で
は

下
水
道
管
の
破
損
に
よ
る
道
路
陥
没

事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
小
規
模

な
陥
没
の
可
能
性
は
あ
る
。

問　
本
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構

想
は
。

答　

拠
点
地
域
を
公
共
交
通
で
結
ぶ

「
拠
点
連
携
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
、
生
活
の
利
便
性
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。
旧
市
街
地
で
は
空
き

地
が
増
え
て
お
り
、
土
地
利
用
の
規

制
以
外
の
有
効
な
対
策
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
今
後
は
、
都
市
施
設
を

有
効
活
用
し
な
が
ら
、
中
心
市
街
地

の
機
能
維
持
を
図
っ
て
い
く
。

問　
海
外
留
学
へ
の
支
援
は
。

答　

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
等

へ
の
進
学
が
対
象
で
あ
り
、
現
時
点

で
は
海
外
の
大
学
は
対
象
外
。
子
ど

も
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る
思
い
は
県

も
市
も
同
じ
だ
が
、
県
の
取
り
組
み

が
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ

の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

防
犯
・
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て

倉
吉
市
に
お
け
る
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
考
え
に
つ
い
て

下
水
道
管
の
管
理
状
況
に
つ

い
て

海
外
留
学
生
へ
の
支
援
に
つ

い
て

問　
こ
れ
ま
で
健
康
に
過
ご
し
て
き

た
人
た
ち
も
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

に
よ
り
体
調
に
支
障
が
出
始
め
る
こ

と
が
多
い
時
期
。
要
介
護
者
を
減
ら

し
、
介
護
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に

は
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
重

要
。
女
性
の
活
躍
の
下
支
え
を
す
る

た
め
に
は
女
性
特
有
の
悩
み
に
対
す

る
ケ
ア
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

ま
ず
各
種
検
診
の
受
診
を
し
っ

か
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
県

が
設
置
し
て
い
る
更
年
期
障
が
い
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
を
活

用
し
て
ほ
し
い
。

問　
女
性
の
骨
密
度
測
定
を
50
歳
か

ら
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
40

歳
後
半
か
ら
月
経
不
順
の
症
状
が
あ

れ
ば
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
量
を
問
診
項
目

に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
是
非
、
取

り
上
げ
て
ほ
し
い
。

答　

更
年
期
症
状
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
活
用
、
相
談
窓

口
、
健
康
教
育
を
通
じ
て
啓
発
し
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
骨

 
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
検
診
は
、
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

問　
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
家

族
の
介
護
を
し
な
が
ら
仕
事
を
続
け

る
人
の
こ
と
。
団
塊
世
代
の
方
が
後

期
高
齢
者
で
あ
る
75
歳
以
上
に
な
る

２
０
２
５
年
に
は
要
介
護
者
が
増

え
、
２
０
３
０
年
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
ケ

ア
ラ
ー
が
３
１
３
万
人
以
上
に
な

り
、
介
護
離
職
者
も
約
11
万
人
に
な

る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
倉
吉
市

職
員
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

本
市
の
職
員
も
同
様
の
悩
み
を

抱
え
て
退
職
す
る
職
員
が
あ
る
が
、

休
暇
制
度
の
最
大
限
の
利
用
、
組
織

的
な
対
応
と
し
て
業
務
負
担
の
軽
減

を
図
る
等
を
行
い
、
退
職
に
至
ら
な

い
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
従
来
の

「
子
の
看
護
休
暇
」
を
「
家
族
の
看

護
休
暇
」
に
改
め
、
一
人
で
は
通
院

等
で
き
な
い
家
族
の
た
め
に
休
暇
を

取
得
で
き
る
よ
う
に
見
直
し
た
。

　

介
護
も
育
児
も
休
暇
は
同
じ
よ
う

に
職
場
全
体
で
支
え
て
い
く
職
場
風

土
の
醸
成
と
職
員
の
意
識
付
け
の
た

め
に
休
暇
制
度
の
広
報
、
周
知
を
引

き
続
き
努
め
て
い
き
た
い
。

更
年
期
以
降
の
女
性
の
健
康

に
つ
い
て

や
ら
い
や

山や
ま
ね根 

健け
ん
し資

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
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を
「
元
気
な
ま
ち
」
と
捉
え
て
い
る
。

問　
令
和
7
年
度
必
達
の
重
点
取
組

は
何
か
。

答　

将
来
に
わ
た
り
活
気
あ
ふ
れ
る

地
域
を
目
指
し
、
高
付
加
価
値
の
農

業
産
品
化
や
観
光
誘
客
、
ま
た
県
立

美
術
館
開
館
や
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
星
取
テ

ラ
ス
せ
き
が
ね
等
、
新
た
な
資
源
の

有
効
活
用
に
よ
る
賑
わ
い
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
近
づ
け
た
い
。

　

次
に
地
域
の
未
来
を
担
う
人
材
づ

く
り
と
し
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
整
備
誘
致
、
移
住
定
住
等
支
援
制

度
の
拡
充
、
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教

育
な
ど
未
来
の
倉
吉
を
担
う
若
者
の

育
成
。

　

そ
し
て
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整

備
、
危
険
な
空
き
家
対
策
、
水
道
施

設
の
耐
震
化
等
、
防
災
対
策
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
を
後
期
計

画
の
土
台
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
こ
の
計
画
は
「
元
気
な
ま
ち
、

く
ら
し
よ
し
、
未
来
へ
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
策
定
さ
れ
4
年
経
過
し

た
が
、
現
在
の
倉
吉
市
は
「
元
気
」

と
い
え
る
か
。

答　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
伴

う
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
が
残
っ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
後
の
回
復
が
ま
だ
十
分

で
な
い
中
で
は
元
気
で
あ
る
と
は
い

え
な
い
状
況
と
考
え
て
い
る
。

問　
そ
も
そ
も
「
元
気
な
ま
ち
」
と

は
ど
ん
な
状
態
を
い
う
の
か
。

答　

地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
維
持

存
続
で
き
る
一
定
数
の
若
者
が
定
着

し
、
市
街
地
に
は
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
、
週
末
や
イ
ベ
ン
ト
時
だ
け
で
な

く
常
時
人
々
が
ま
ち
に
往
来
し
、
活

動
し
て
い
る
よ
う
な
賑
や
か
な
状
態

第
12
次
倉
吉
市
総
合
計
画
に

つ
い
て

問　
琴
櫻
・
赤
瓦
観
光
駐
車
場
を
有

料
化
で
き
な
い
か
。

答　

バ
ス
回
転
広
場
の
駐
車
場
は
、

平
成
20
年
度
に
国
土
交
通
省
の
所
管

す
る
以
前
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を

活
用
し
て
整
備
を
さ
れ
た
も
の
で
、

結
構
年
数
も
経
っ
て
い
る
の
で
、
有

料
駐
車
場
と
す
る
こ
と
は
可
能
な
状

況
に
あ
る
。

問　
琴
櫻
・
赤
瓦
観
光
駐
車
場
の
中
に
ト

イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

平
成
30
年
に
、
市
が
マ
イ
ス
協

会
事
務
所
の
建
屋
の
改
修
に
合
わ
せ

て
、
ト
イ
レ
を
３
基
増
設
し
、
少
な

か
ら
ず
解
消
は
で
き
た
と
こ
ろ
だ

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
行
列
が
で

き
、
不
足
も
認
識
し
て
い
る
の
で
、

駐
車
場
の
在
り
方
と
併
せ
て
検
討
を

し
て
い
る
。

問　
夜
行
の
高
速
バ
ス
の
復
活
は
ど

う
か
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
利
用
者
が
非
常
に
減
少
し
た

こ
と
で
廃
止
と
な
り
、
そ
の
後
も
復

便
の
可
能
性
を
模
索
し
て
き
た
が
、

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
最
大
の
課
題
。

交
通
事
業
者
等
に
も
伺
っ
て
は
み
る

が
早
期
の
復
活
は
難
し
い
。

問　
自
治
公
民
館
（
自
衛
消
防
団
）

の
現
状
は
。

答　

現
在
、
自
治
公
民
館
数
は
、

２
１
８
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
は

１
８
９
団
体
で
、
貸
与
し
て
い
る
小
型

動
力
消
防
ポ
ン
プ
は
89
台
。
毎
年
、
ポ

ン
プ
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
の
整
備
士

に
よ
る
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
あ
る
自
治
公
民
館
で
は
、
近
年

高
齢
化
も
進
み
、
点
検
不
備
の
故
障

も
発
生
し
て
お
り
、
小
型
消
防
ポ
ン

プ
の
維
持
管
理
も
難
し
く
、「
返
納
し

て
消
火
栓
を
増
設
し
て
は
。」
と
、
要

望
が
出
て
い
る
が
、
い
か
が
か
。

答　

近
年
は
、
異
常
気
象
が
原
因
と

思
え
る
災
害
や
地
震
等
の
災
害
で
も

数
カ
所
か
ら
火
災
の
発
生
も
起
き
て

い
る
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、
地
元
の
自

衛
消
防
団
で
火
災
現
場
の
初
期
消
火

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、

ポ
ン
プ
は
必
要
で
あ
る
。
消
火
栓

は
、
周
辺
１
５
０
ｍ
の
基
準
も
あ

り
、
消
防
署
に
よ
る
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
。

自
治
公
民
館
自
衛
消
防
団
に

つ
い
て

琴
櫻・赤
瓦
観
光
駐
車
場
の
有
料

化
と
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て

夜
行
高
速
バ
ス（
東
京
行
き

キ
ャ
メ
ル
号
）の
復
活
に
つ
い
て

や
ら
い
や

大お
お
つ津 

昌ま
さ
か
つ克

や
ら
い
や

丸ま
る
た田 

克か
つ
た
か孝
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日
や
実
施
内
容
を
調
整
し
、
出
前
授

業
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
た
に
鳥
取
看
護
大
学
、

鳥
取
短
期
大
学
で
試
験
的
に
期
日
前

投
票
所
を
開
設
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
学
生
の
投
票
環
境
を
整
え
る
こ

と
に
よ
り
、
選
挙
や
政
治
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
効
果
を
期
待
し

て
い
る
。

問　
こ
の
地
を
生
か
し
て
い
く
べ
き

は
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
で
は
な
い

か
。
こ
れ
を
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り

を
し
、
本
気
で
関
金
を
盛
り
上
げ
な

い
と
い
け
な
い
の
で
は
。

答　

関
金
は
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
聖
地

と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
優
れ
た
環

境
。
一
層
、
誘
致
に
は
努
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
令
和
7
年

度
の
新
規
事
業
で
は
、
倉
吉
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
等
情
報
発
信
業
務
と
し
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
の
呼
び
か
け
を
し
、
合
宿
先

と
し
て
の
倉
吉
の
魅
力
を
県
外
に
発

信
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

問　
令
和
７
年
度
は
参
議
院
議
員
選

挙
、
倉
吉
市
議
会
議
員
選
挙
、
倉
吉

市
長
選
挙
の
予
定
が
あ
る
が
、
本
市

で
の
主
権
者
教
育
へ
の
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
る
か
。

答　

小
、
中
学
生
に
は
9
年
間
、
主

権
者
と
し
て
の
教
育
を
積
み
重
ね
る
こ

と
で
、
社
会
に
参
画
し
、
責
任
あ
る
行

動
を
と
る
た
め
の
基
礎
的
な
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
や
、
世
の
中
の
出
来
事
に

対
し
て
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
行
動

す
る
力
を
育
む
こ
と
等
、
系
統
的
に
積

み
重
ね
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問　
10
代
の
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
る
か
。

答
【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
】

　

高
校
生
向
け
の
主
権
者
教
育
と
し

て
、
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
と
協
力
し
て
、
公

立
、
私
立
を
問
わ
ず
高
校
側
の
希
望

投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

関
金
地
区
の
観
光
推
進
に
つ

い
て

対
す
る
姿
勢
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
つ
な
が
ら
な
い
か
心
配
。
市
職

員
は
元
気
か
。
働
き
盛
り
の
職
員
が

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
・
対
策
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
問

う
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
ネ
ッ
ク

が
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
だ
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。
全
国

の
自
治
体
で
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
条
例
や
具
体
的
な
取
り
組

み
事
例
が
あ
る
。
倉
吉
市
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

答　
若
い
職
員
と「
市
長
と〝
は
な
し
〟

し
ょ
い
や
」
で
は
、
明
る
く
忌き

憚た
ん

な
い

意
見
を
発
言
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
そ
こ
そ
こ
元
気
な
状
況
だ
と

思
う
。
市
職
員
が
メ
ン
タ
ル
で
悩
む

こ
と
が
な
い
よ
う
、
風
通
し
の
い
い

何
で
も
言
え
る
職
場
環
境
を
築
く
よ

う
努
力
し
た
い
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
で
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
は
十

分
配
慮
し
た
中
で
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
。
カ
ス
ハ
ラ
の
先
進
自
治
体
の

事
例
紹
介
も
あ
っ
た
が
、
他
の
自
治

体
の
状
況
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
必
要

に
応
じ
て
対
策
を
と
っ
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
。

問　
倉
吉
市
職
員
の
数
は
類
似
団
体

と
比
べ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
休

職
者
と
退
職
者
の
実
態
を
問
う
。
昨

年
12
月
議
会
可
決
の
倉
吉
市
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
条
例
の
制
定
後
の
状
況

と
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
市

役
所
で
の
実
態
と
市
長
の
考
え
は
。

答　

正
規
職
員
は
４
１
８
人
で
、
国

の
調
査
に
よ
る
と
類
似
団
体
１
３
４

市
の
中
で
低
い
方
か
ら
11
番
目
。
休

職
者
は
10
～
15
人
で
推
移
し
、
多
く

は
メ
ン
タ
ル
不
調
が
原
因
。
退
職
者

は
過
去
５
年
間
で
最
も
多
い
20
人
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
制
定
後
の

相
談
は
受
け
て
い
な
い
。
カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
例
は
市
役

所
で
も
発
生
し
て
い
る
。
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
中
で
、
近
日
中
に

制
定
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　
人
手
不
足
が
疲
労
感
、
仕
事
に

市
職
員
の
管
理
に
つ
い
て

や
ら
い
や

田た
む
ら村 

閑し
ず
み美

や
ら
い
や

藤ふ
じ
い井 

隆た
か
ひ
ろ弘
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答　

給
食
セ
ン
タ
ー
に
は
栄
養
管
理

の
他
に
食
育
指
導
を
す
る
栄
養
教
諭

１
名
、
学
校
給
食
の
管
理
や
食
育
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
学
校
栄
養
職
員
２

名
が
勤
務
し
、
全
小
中
学
校
の
全
学

年
を
対
象
に
、
学
校
と
連
携
し
て
食

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ふ
る
さ
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
学
校
給
食
の

食
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
倉

吉
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
た
め
の
導

入
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
食
に
触
れ
た
り
農
業
体
験
な

ど
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
く
。

問　
琴
櫻
・
赤
瓦
バ
ス
回
転
広
場
周

辺
に
ト
イ
レ
の
設
置
が
必
要
で
は
。

答　

利
便
性
の
高
い
観
光
ト
イ
レ
の

設
置
は
、
駐
車
場
の
在
り
方
と
併
せ

て
検
討
し
て
い
く
。

問　
今
後
避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い

廃
校
、
廃
園
に
よ
る
施
設
の
利
活
用

に
つ
い
て
行
政
と
し
て
何
が
で
き
る

か
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
担
当
部
局
が
３
つ
に
わ
た

り
一
本
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問

題
解
決
を
遅
ら
せ
て
い
な
い
か
。

答　

避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
維
持

し
な
が
ら
利
活
用
を
一
層
促
進
す
る

た
め
に
、
ど
う
い
っ
た
方
策
が
あ
る

か
関
係
課
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
と

よ
く
話
す
場
を
形
成
す
る
こ
と
は
重

要
。
検
討
し
て
対
応
し
、
有
効
利

用
を
早
期
に
図
る
よ
う
繋
げ
て
い
き

た
い
。

問　
実
施
状
況
と
今
後
の
課
題
は
。

廃
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
い
て

学
校
給
食
と
食
育
に
つ
い
て

理
組
合
で
は
、
老
朽
化
や
組
合
員
の

減
少
が
進
む
中
で
街
路
灯
を
撤
去
し

て
、
管
理
組
合
の
解
散
も
検
討
さ
れ

て
い
る
が
本
市
と
し
て
の
考
え
は
。

答　

街
路
灯
の
撤
去
は
管
理
者
の
判

断
な
の
で
や
む
を
得
な
い
が
、
交
通

安
全
や
防
犯
上
の
観
点
か
ら
必
要
な

街
路
灯
も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

既
存
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
維
持

で
き
な
い
か
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
関
係
者
と
協
議
し
て
み
た
い
。

問　
小
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
の
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
昼
食
提
供
に
つ

い
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
は
全
国
の
食

事
提
供
事
例
集
を
発
表
し
て
、
食
事

提
供
を
検
討
す
る
よ
う
促
し
て
い
る

が
、
本
市
の
考
え
は
。

答　

保
護
者
と
弁
当
業
者
と
の
間

で
、
効
率
よ
く
運
営
の
で
き
る
注
文

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
所
も
あ
り
、
研
究
し
て
対
応
可

能
で
あ
れ
ば
食
事
提
供
に
取
り
組
む

こ
と
も
考
え
て
み
た
い
。

問　
旧
国
鉄
倉
吉
線
廃
線
跡
は
、
県

外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
人
気　
　

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
平
日
は
観
光
案
内
所
内
の
ト
イ

レ
の
利
用
が
で
き
な
い
。
観
光
地
の

ト
イ
レ
は
旅
行
の
重
要
な
コ
ン
テ
ン

ツ
で
あ
り
、
不
便
だ
と
観
光
地
の
イ

メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ
る
が
、
ト
イ
レ

整
備
の
考
え
は
。

答　

周
辺
住
民
か
ら
の
要
望
も
あ
る

の
で
、
常
設
ト
イ
レ
の
整
備
に
向
け

て
検
討
を
行
う
。

問　
商
業
街
路
灯
が
支
柱
の
腐
食
等

で
倒
壊
す
る
事
故
が
全
国
で
起
こ
っ

て
い
る
。
賠
償
責
任
が
発
生
す
れ
ば
、

道
路
占
用
者
で
あ
る
商
店
会
が
負
う

こ
と
に
な
る
。
関
金
温
泉
街
路
灯
管

旧
国
鉄
倉
吉
線
廃
線
跡
ト
イ

レ
整
備
に
つ
い
て

関
金
温
泉
街
路
灯
の
管
理
運

営
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
長
期

休
暇
期
間
中
の
食
事
提
供
に

つ
い
て

や
ら
い
や

福ふ
く
い井 

典の
り
こ子

新
政
会

鳥と
り
か
い飼 

幹み
き
お男
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問　

横
田
以
外
の
代
替
地
の
見
込

み
は
。

答　

こ
れ
ま
で
保
護
者
や
地
域
と
の

意
見
交
換
の
中
で
、
一
定
の
理
解
を

得
て
候
補
地
の
方
向
性
を
ま
と
め
て

き
た
。
一
か
ら
改
め
て
選
定
し
て
い

く
こ
と
に
な
れ
ば
、
時
間
が
相
当
喪

失
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
現

時
点
で
横
田
以
外
の
新
た
な
候
補
地

は
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
。

問　
事
態
の
打
開
に
向
け
て
、
設
置

者
・
予
算
提
案
者
で
あ
る
市
長
が
主

導
し
、
市
執
行
部
、
議
会
、
保
護

者
、
住
民
、
保
育
士
ら
に
よ
る
5
者

協
議
の
場
を
持
つ
べ
き
で
は
。

答　

議
論
の
停
滞
、
計
画
の
長
期
化

は
本
意
で
は
な
い
。
ご
提
案
い
た
だ

い
た
一
歩
踏
み
込
め
る
よ
う
な
関
係

者
の
協
議
の
場
を
経
な
が
ら
、
早
期

の
保
育
園
設
置
、
子
育
て
環
境
の
整

備
に
向
け
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　

新
保
育
所
整
備
予
算
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
老
朽
化

す
る
既
存
３
園
の
修
繕
を
ど
う
進

め
る
か
。

答　

高
城
保
育
園
は
雨
漏
り
の
症
状

が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋

根
材
の
葺
き
替
え
や
保
育
室
等
の
床

材
等
の
剥
が
れ
な
ど
、
大
規
模
な
改

修
の
検
討
も
必
要
と
な
る
。

問　
計
画
の
遅
れ
に
よ
る
整
備
コ
ス

ト
増
加
の
懸
念
は
。

答　

財
源
に
予
定
し
て
い
る
地
方
債

が
令
和
８
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
既
存
施
設
の
大

規
模
修
繕
も
同
時
に
必
要
と
な
る
。

有
利
な
財
源
も
な
く
な
り
、
建
設
物

価
・
人
件
費
も
高
騰
す
れ
ば
財
政
負

担
も
相
当
膨
ら
む
と
予
想
し
て

い
る
。

西
エ
リ
ア
保
育
所
再
編
計
画

に
つ
い
て

大
規
模
災
害
時
対
応
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て

問　
集
落
の
住
民
と
の
連
絡
手
段
の

確
認
、
通
信
網
と
代
替
道
路
の
確

保
。
避
難
場
所
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

発
着
場
所
等
の
調
査
、
物
資
の
備
蓄

体
制
づ
く
り
を
問
う
。

答　

今
後
、
県
は
災
害
孤
立
対
応
基

本
方
針
と
孤
立
可
能
性
集
落
対
応
カ

ル
テ
を
作
成
し
、
市
町
村
や
警
察
、

消
防
と
共
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
基
本
方
針
に
は
応
急
対
策
の
迅
速

な
実
施
が
含
ま
れ
、
カ
ル
テ
に
は
住

民
代
表
の
連
絡
先
や
孤
立
時
の
滞
在

施
設
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
着
陸
場
所
な

ど
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
住
民
は
、
孤
立
集
落
と
な
っ
た

場
合
、
支
援
が
届
か
な
い
期
間
を
自

覚
し
、
自
助
・
共
助
の
重
要
性
を
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
。
自
主
防
災
組

織
防
災
資
機
材
等
や
整
備
費
補
助
金

な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
水
や
食
料

の
備
蓄
、
停
電
対
策
、
通
信
手
段
の

確
保
な
ど
、
地
域
と
協
力
し
て
対
策

を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

問　
少
子
化
に
よ
り
地
域
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
物
が
消
え
て
い
く
。
公
立

保
育
所
の
再
編
に
つ
い
て
、
議
会
の

否
決
が
続
く
こ
と
で
合
同
保
育
所
や

園
の
一
部
廃
園
も
避
け
が
た
い
と
危

機
感
を
持
つ
。
最
大
の
被
害
者
は
当

該
の
園
児
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
保
護

者
で
は
な
い
か
。

新
た
な
再
編
の
た
め
の
提
案
に
つ
い

て
、
時
期
と
考
え
方
を
問
う
。

答　

保
育
所
再
編
代
替
案
は
、
早
け

れ
ば
6
月
議
会
に
提
案
し
た
い
。
候

補
地
に
つ
い
て
は
、
計
画
段
階
で
予

定
し
て
い
た
横
田
も
排
除
せ
ず
、
検

討
し
て
い
く
。

公
立
保
育
所
の
再
編
に
つ
い
て

新
政
会

福ふ
く
い井 

康や
す
お夫

新
政
会

鳥と

ば羽 

昌ま
さ
あ
き明
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問　
試
験
導
入
中
の
健
康
観
察
ア
プ

リ
の
全
校
展
開
予
定
は
。
相
談
員
だ

け
が
見
る
仕
組
み
は
可
能
か
。

答　

県
教
育
セ
ン
タ
ー
は
今
年
度
末

で
試
験
運
用
を
終
了
す
る
が
、
好
評

だ
っ
た
た
め
、
全
県
で
活
用
で
き
る

独
自
の
ア
プ
リ
を
作
成
す
る
予
定
で

あ
り
、
完
成
後
に
は
倉
吉
市
で
も
導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

新
し
い
ア
プ
リ
に
は
相
談
ボ
タ
ン

や
、
相
談
し
た
い
相
手
を
児
童
生
徒

が
選
択
で
き
る
機
能
、
気
分
の
悪
化

を
早
期
に
把
握
す
る
た
め
の
ア
ラ
ー

ト
機
能
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
だ
け
の

専
用
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
よ
う
な
も
の
は
難

し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
県
教
育
セ

ン
タ
ー
に
話
し
て
み
た
い
。

問　
定
期
接
種
開
始
年
齢
の
引
下
げ

や
経
過
措
置
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

国
へ
の
要
望
を
続
け
る
考
え
は
あ

る
か
。

答　

定
期
接
種
対
象
者
は
、
年
度
内

に
65
歳
を
迎
え
る
方
と
60
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
免
疫
機
能
に
一
定
の
障
が

い
を
有
す
る
方
。
令
和
7
年
度
か
ら

の
5
年
間
は
経
過
措
置
と
し
て
、
70

歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
5
歳
刻
み

の
年
齢
を
迎
え
る
方
、
及
び
令
和
7

年
度
に
限
り
１
０
０
歳
以
上
の
方
も

対
象
と
な
る
。
開
始
年
齢
の
引
下
げ

や
経
過
措
置
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
国
に
要
望
を
考

え
て
み
た
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
接

種
化
に
つ
い
て

子
ど
も
の
声
を
聴
く
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て

問　
日
本
の
コ
メ
の
生
産
量
は
、
長

年
の
「
減
反
」
政
策
に
よ
り
、

２
０
０
０
年
時
点
で
は
９
５
０
万
ト

ン
だ
っ
た
の
が
、
今
は
７
５
０
万
ト

ン
に
減
っ
て
い
る
。
コ
メ
の
供
給
能

力
が
縮
小
し
続
け
て
い
る
以
上
、
コ

メ
の
価
格
は
中
長
期
的
に
は
下
が
ら

な
い
。
む
し
ろ
、
上
が
る
の
で
は
な

い
か
。

答　

倉
吉
市
に
お
い
て
も
コ
メ
の
価

格
は
、
1
年
で
１
・
６
倍
に
高
騰
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
政
府
と
し
て

も
コ
メ
価
格
高
騰
対
策
と
し
て
、
備

蓄
米
21
万
ト
ン
を
市
場
に
供
給
す
る

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

れ
が
実
行
さ
れ
れ
ば
価
格
高
騰
も
落

ち
着
く
の
で
は
な
い
か
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
農
家
の
減
少

が
進
ん
で
い
て
、
令
和
元
年
で
は
、

１
，０
０
０
戸
超
え
て
い
た
も
の
が
、

令
和
6
年
は
７
９
4
戸
、
5
年
間
で

２
８
０
戸
、
27
％
も
減
少
し
て
い
る
。

た
だ
、
農
業
の
集
約
化
や
Ａ
Ｉ
を
使
っ

た
最
新
の
技
術
の
浸
透
を
図
っ
て
生

産
力
を
上
げ
る
取
り
組
み
に
引
き
続

き
支
援
を
行
い
、
地
元
の
コ
メ
の
安
定

的
な
供
給
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

問　
国
は
、
細
や
か
な
仕
組
み
を
設

け
て
地
方
自
治
体
の
活
動
を
規
制
す

る
の
で
は
な
く
、
自
己
責
任
の
下
、
自

治
体
の
自
由
に
任
せ
て
計
画
づ
く
り

へ
の
労
力
を
減
ら
し
て
、
若
者
定
住

に
よ
る
人
口
増
加
と
い
っ
た
「
成
果
」

の
達
成
を
最
優
先
す
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答　

地
方
創
生
交
付
金
は
倍
増
さ

れ
、
交
付
金
の
申
請
も
し
や
す
く

な
っ
た
り
、
申
請
件
数
の
上
限
も
引

き
上
げ
て
も
ら
え
た
り
し
て
、
使
い

出
が
良
く
な
っ
た
。
こ
の
新
し
く

な
っ
た
制
度
を
十
分
活
用
し
て
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
成
果
が
見
え

る
年
度
に
し
た
い
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て

新
政
会

竺じ
く
は
ら原 

晶し
ょ
う
こ子

新
政
会

伊い
と
う藤 

正し
ょ
う
ぞ
う三
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問　
点
在
し
て
い
る
若
者
を
集
約
し

て
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
た
め
に
、
若
者
が
集
え
る

場
所
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

市
は
、
こ
の
た
び
、
島
根
銀
行

の
旧
倉
吉
支
店
に
レ
ン
タ
ル
や
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
の
整
備
を
提
案
し
て
い

る
。
建
物
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
を
考

え
る
中
で
、
若
者
が
交
流
で
き
る
拠

点
的
な
利
用
も
可
能
性
は
あ
る
。
設

置
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
い
。

問　

職
員
の
名
刺
は
自
己
負
担
で

作
っ
て
い
る
。
市
が
負
担
し
て
は
ど

う
か
。

答　

仕
事
で
使
う
も
の
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
す
る
こ
と
な
く
対
応

で
き
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

問　
個
人
や
団
体
か
ら
食
品
を
受
取

り
、
そ
れ
を
希
望
者
に
配
布
す
る
組

織
で
、
食
料
を
無
駄
に
し
な
い
取
り

組
み
。
農
林
水
産
省
の
資
料
に
よ
れ

ば
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
、
私
達

は
毎
日
お
に
ぎ
り
１
個
捨
て
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
国
は
食
品
ロ
ス
削
減

推
進
計
画
の
作
成
を
自
治
体
に
求
め

て
い
る
。
市
は
作
っ
て
い
る
か
。

答　

第
２
次
倉
吉
市
環
境
基
本
計
画

の
中
に
食
品
ロ
ス
削
減
を
定
め
て
い

る
。
こ
れ
を
国
が
求
め
る
削
減
推
進

計
画
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

問　
生
活
保
護
の
方
が
フ
ー
ド
バ
ン

ク
を
利
用
し
た
場
合
、
受
取
っ
た
食

料
品
は
収
入
と
見
な
し
て
そ
の
分

は
、
支
給
額
を
減
額
す
る
の
か
。

答　
国
は
原
則
、
収
入
と
し
て
な
い
。

市
も
減
額
は
、
一
切
し
て
い
な
い
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク（
食
品
の
無
償

提
供
活
動
）に
つ
い
て

若
者
の
交
流
拠
点
に
つ
い
て

職
員
の
広
報
活
動
に
つ
い
て

て
い
る
方
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
課

題
解
決
に
向
け
た
い
い
方
策
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
安
否
確
認
、
現
地
把
握
、
ゴ
ミ

屋
敷
問
題
な
ど
の
た
め
に
も
仕
組
み

づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

答　

対
応
策
を
よ
く
検
討
し
て
、
制

度
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

問　
補
助
金
の
引
き
上
げ
、
65
歳
以

下
で
あ
っ
て
も
必
要
な
方
は
対
象
に

で
き
な
い
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
な
い
が
、

国
・
県
に
も
要
望
し
な
が
ら
連
携
し

た
支
援
を
模
索
し
た
い
。
他
の
市
町

村
の
実
態
も
研
究
し
な
が
ら
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
琴
櫻
・
赤
瓦
観
光
駐
車
場
へ
の

ト
イ
レ
設
置
を
早
急
に
取
り
組
ん
で

欲
し
い
が
。

答　

倉
吉
の
観
光
地
の
窓
口
、
玄
関

な
の
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
要
介
護
や
身
障
者
手
帳
を
も
っ

て
い
る
方
は
あ
る
程
度
支
援
が
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
方
々
へ
の
支
援
は

全
く
な
く
、
大
変
な
状
況
に
な
り
つ

つ
あ
る
が
。

答　

各
種
制
度
で
は
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
が
一
緒
に

な
っ
て
課
題
解
決
に
当
た
っ
て
い
る

と
こ
ろ
。
ま
た
、
地
域
や
自
治
公
民

館
等
の
共
助
と
い
う
こ
と
で
対
応
し

ト
イ
レ
増
設
に
つ
い
て

高
齢
者
、
障
が
い
者
ご
み
出

し
支
援
に
つ
い
て

補
聴
器
助
成
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

佐さ
と
う藤 

博ひ
ろ
ひ
で英

新
政
会

米よ
ね
だ田 

勝か
つ
ひ
こ彦
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ふ
れ
あ
い
広
場
、
集
い
の
森
、
多
目

的
広
場
と
は
ど
こ
か
。

ふ
れ
あ
い
広
場
の
場
所
は
、
パ
ー
ク

ス
ク
エ
ア
内
の
エ
ー
ス
パ
ッ
ク
未
来

中
心
の
ア
ト
リ
ウ
ム
と
食
彩
館
、
市

営
温
水
プ
ー
ル
、
交
流
プ
ラ
ザ
の
施

設
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
広
場
。

集
い
の
森
は
、
整
備
し
た
飲
食
物
販

施
設
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
そ
の
周

辺
を
含
む
エ
リ
ア
。

　
多
目
的
広
場
は
、
パ
ー
ク
ス
ク
エ

ア
南
側
の
屋
外
遊
具
が
設
置
し
て
あ

る
エ
リ
ア
。

行
為
の
許
可
（
行
商
、
写
真
ま
た
は

映
画
の
撮
影
、
興
業
な
ど
）
に
つ
い

て
の
規
定
で
は
、
禁
止
行
為
だ
っ
た

も
の
が
行
為
の
制
限
に
変
わ
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
が
具
体
的
に
ど
う
い
う

こ
と
か
。

パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア
は
公
共
の
施
設
な

の
で
、
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
よ
う

な
こ
と
や
利
用
し
て
い
る
市
民
の
皆

さ
ん
の
邪
魔
に
な
っ
た
り
、
不
便
を

来
す
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
、
行
商
、
写
真
ま
た
は
映
画
の
撮

影
、
興
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
教
育
委
員
会
や
市
か
ら
許
可
を

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ふ
れ
あ
い
広
場
の
占
用
に
つ
い
て
は

限
定
し
て
る
が
、
集
い
の
森
、
多
目

的
広
場
に
つ
い
て
は
占
用
は
想
定
し

て
い
な
い
か
。

集
い
の
森
と
多
目
的
広
場
に
つ
い
て

は
、
使
用
形
態
、
利
用
形
態
が
家
族

で
あ
っ
た
り
子
ど
も
連
れ
等
の
方
が

自
由
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主

な
使
い
方
と
し
て
想
定
し
て
い
る
。

　
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
行

政
財
産
の
使
用
申
請
書
を
出
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
都
度
、
判
断
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

審
議
会
で
の
主
な
議
論
は
。

水
道
維
持
の
重
要
性
、
耐
震
化
更
新

の
目
標
設
定
の
妥
当
性
、
料
金
改
定

が
物
価
高
騰
の
中
で
市
民
に
与
え
る

影
響
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
今
後
の
事
業
の
進
め
方
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
た
。
答
申
で
は
、
令
和
22

年
度
ま
で
に
基
幹
管
路
の
耐
震
適
合

率
を
40
％
に
す
る
こ
と
、
耐
震
化
を

推
進
す
る
た
め
に
20
％
程
度
の
料
金

引
上
げ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
料
金

引
上
げ
等
を
考
慮
し
た
収
支
計
画
を

定
期
的
に
検
証
す
る
こ
と
な
ど
が
示

さ
れ
た
。
附
帯
意
見
と
し
て
、
丁
寧

な
周
知
や
料
金
体
系
の
見
直
し
検
討

も
求
め
ら
れ
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と
市

の
対
応
は
。

耐
震
化
更
新
は
、
計
画
通
り
ま
た
は

も
っ
と
早
く
進
め
る
べ
き
と
い
う
意

見
が
76
・
６
％
を
占
め
た
。
水
道
料

金
の
20
％
引
上
げ
は
、
や
む
を
得
な

い
と
す
る
意
見
と
引
上
げ
幅
は
抑
制

す
べ
き
と
す
る
意
見
を
合
わ
せ
る
と

77
・
５
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結

果
や
議
会
で
の
意
見
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
審
議
会
答
申
の
20
％
の
料
金

引
上
げ
に
対
し
、
５
％
相
当
を
一
般

会
計
が
負
担
し
、
料
金
は
15
％
の
値

上
げ
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

料
金
改
定
で
負
担
は
ど
う
変
わ
る
か
。

単
身
世
帯
（
口
径
13
ミ
リ
、
８
立

米
使
用
）
で
は
、
月
額
約
１
２
０
円

の
増
。
３
～
４
人
世
帯
（
口
径
13
ミ

リ
、
20
立
米
使
用
）
で
は
月
額
約

３
５
０
円
の
増
。
料
金
体
系
に
つ
い

主
な
質
疑
・
答
弁

QQ AA

QQA A

倉
吉
パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

倉
吉
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

QQ AA

議員名 通　告 担当部局

竺原 晶子 水 道 事 業 倉吉市水道事業給水条例の一部改正について 上下水道局

大津 昌克
設 管 条 例 倉吉パークスクエアの設置及び管理に関する条例の一部改正について 総務部

水 道 事 業 倉吉市水道事業給水条例の一部改正について 上下水道局

鳥飼 幹男 水 道 事 業 倉吉市水道事業給水条例の一部改正について 上下水道局

…議案第31号　倉吉パークスクエアの設置及び管理に関する条例の一部改正について
…議案第38号　倉吉市水道事業給水条例の一部改正について

設 管 条 例

水 道 事 業

執行部から提出された議案に対し、各議員が質疑を行いました。
※自らが所属する常任委員会の所管事項については、本会議での質疑は原則控えることと
なっています。

市議会提出議案

【議案に対する質疑】
３月
令和７年

第３回
定例会
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て
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通

じ
て
説
明
が
行
わ
れ
る
予
定
。

耐
震
化
の
目
標
と
進
捗
は
。

令
和
22
年
度
ま
で
に
40
％
と
す
る

こ
と
が
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
事
業
費
の
確
保
や
工

事
の
受
け
入
れ
側
の
制
限
な
ど
を
考

慮
し
た
、
実
現
可
能
な
目
標
。
令
和

５
年
度
末
時
点
で
の
進
捗
率
は
15・０

％
（
23
・
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
あ

り
、
単
年
度
あ
た
り
約
２
・
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
進
め
る
計
画
。
単
純
計

算
す
る
と
、
１
０
０
％
達
成
に
は
50

年
以
上
か
か
る
見
込
み
。
国
に
対
し

て
も
支
援
を
要
望
し
て
い
る
状
況
。

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
は
な
ぜ
か
。

地
方
公
営
企
業
法
第
17
条
の
３
に
基

づ
き
行
わ
れ
る
。こ
の
条
文
は
、
災
害

復
旧
そ
の
他
特
別
の
理
由
に
よ
り
必

要
が
あ
る
場
合
に
、一
般
会
計
か
ら

水
道
事
業
会
計
へ
補
助
す
る
こ
と
を

認
め
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
災
害
時
の
水
の
確
保

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

水
道
事
業
の
防
災
対
策
強
化
の
た
め

に
一
般
会
計
が
補
助
を
行
う
こ
と
は

合
理
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
。
今

回
の
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
は
、
令

和
７
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
の
４
年

間
で
約
１
億
円
と
な
る
見
込
み
。

Q QAA

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
以
下
、
予

算
委
員
会
）
に
は
、
令
和
7
年
度
の
一

般
会
計
お
よ
び
10
件
の
特
別
会
計
、

2
件
の
企
業
会
計
、
さ
ら
に
3
件
の

令
和
6
年
度
補
正
を
含
め
合
計
16
件

の
予
算
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
7
年
度
の
当
初
予
算
は
、
３
３
２
億

６
，８
０
１
万
4
千
円
と
過
去
2
番
目

の
規
模
で
あ
り
、
特
別
会
計
、
企
業
会

計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
５
０
９
億

１
，０
４
７
万
5
千
円
と
な
り
令
和
6
年

度
に
比
べ
15
億
２
，７
９
９
万
5
千
円
、

２
・
９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
委
員
会
で
の
当
初
予
算
審

査
は
、
令
和
6
年
3
月
議
会
に
続
い
て

2
回
目
で
す
。
予
算
は
、
歳
入
歳
出
の

他
、
債
務
負
担
行
為
、
地
方
債
、
繰
越

明
許
費
等
を
審
査
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
所
管
を
3
日
間
に
振
り
分
け
て
、
時

間
を
か
け
丁
寧
に
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
時
に
は
議
員
の
質
問
と
執
行
部
の

答
弁
が
か
み
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
時
は
委
員
長
が
議
事
の

整
理
、
調
整
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

事
態
に
備
え
、
委
員
長
は
あ
ら
か
じ
め

議
案
内
容
を
し
っ
か
り
と
頭
に
入
れ
、

審
議
の
内
容
が
一
般
市
民
に
わ
か
り
や

す
く
な
る
よ
う
議
事
の
運
営
に
努
め
て

い
ま
す
。

審
査
の
結
果

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

予算決算常任委員会

委員

大津 昌克 委員長
藤井 隆弘 副委員長
朝日 等治 委員　伊藤 正三 委員
大月 悦子 委員　佐藤 博英 委員
竺原 晶子 委員　田村 閑美 委員
鳥羽 昌明 委員　鳥飼 幹男 委員
福井 典子 委員　福井 康夫 委員
福谷 直美 委員　丸田 克孝 委員
山根 健資 委員　米田 勝彦 委員

所管 予算決算に関する事項について
審査・調査

３月
令和７年

第３回
定例会

【常任委員会とは？】 
　所管する部門の事務に関する調査を行ったり、付託を受けた議案や請願などを審査します。行政の事務
は多岐にわたり、かつ専門的であるため、合理的・能率的に調査・審査するよう部門別の委員会を設け、
分科的に調査・審査します。

【常任委員会】
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総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
は

議
案
９
件
、
陳
情
６
件
が
付
託
さ

れ
、
執
行
部
の
説
明
を
受
け
、
委

員
会
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
案
第
29
号
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の

事
業
者
に
対
す
る
利
子
補
給
の

財
源
を
基
金
か
ら
一
般
財
源
に
、

議
案
第
31
号
の
パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア

を
利
用
す
る
場
合
の
許
可
権
者
は

教
育
委
員
会
・
市
長
・
指
定
管
理

者
、
議
案
第
38
号
の
水
道
料
金
等

を
上
げ
る
条
例
改
正
は
今
年
10
月

１
日
施
行
、
議
案
第
42
号
の
消
防

団
員
の
災
害
補
償
単
価
を
上
げ
る

等
を
審
査
し
ま
し
た
。

厚生文教常任委員会

委員

山根 健資 委員長
福井 典子 副委員長
大月 悦子 委員　大津 昌克 委員
竺原 晶子 委員　鳥飼 幹男 委員
福井 康夫 委員　藤井 隆弘 委員

所管 市民生活部、 健康福祉部
教育委員会

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
は
、

議
案
５
件
が
付
託
さ
れ
、
委
員
会

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
国
民
健
康
保
険
の
納
付

金
算
定
方
式
の
県
内
統
一
に
つ
い

て
は
慎
重
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
8
年
度
か
ら
、
県
内

す
べ
て
の
市
町
村
で
納
付
金
算
定

方
式
を
統
一
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
保
険
制

度
の
公
平
性
が
高
ま
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
急
激

な
保
険
料
の
増
加
が
生
じ
な
い
よ

う
、
段
階
的
に
調
整
を
行
う
方
針

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
で
は
、
住
民
へ

の
影
響
が
大
き
い
た
め
、
市
民
に

対
す
る
丁
寧
な
情
報
提
供
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
市
と
し
て
も
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
市
民
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
く
方

針
で
す
。

　
陳
情
第
6
号
「
ガ
ソ
リ
ン
税
の

引
き
下
げ
に
関
す
る
件
」
で
は
、

ガ
ソ
リ
ン
税
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
声
が
あ
り
、
生
活
の
負
担
軽
減

を
目
的
に
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
委
員
会
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
税

の
引
き
下
げ
が
市
民
生
活
に
与
え

る
影
響
や
、
地
方
自
治
体
の
財
政

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
慎
重
に

検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
後

も
引
き
続
き
議
論
を
深
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
の
結
論
と
な
り
ま

し
た
。

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

継
続
審
査
「
倉
吉
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
職
員
の
待
遇
改
善

に
つ
い
て
」で
は
、
職
員
の
労
働
条

件
の
向
上
を
目
指
し
、
改
善
案
を

検
討
中
で
す
。
今
後
、
執
行
部
の
こ

の
件
に
関
し
て
の
受
け
止
め
等
を

精
査
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
審
査

を
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

総務産業常任委員会

委員

米田 勝彦 委員長
佐藤 博英 副委員長
朝日 等治 委員　伊藤 正三 委員
田村 閑美 委員　鳥羽 昌明 委員
福谷 直美 委員　丸田 克孝 委員

所管

総務部、建設部、経済観光部、
農業委員会、会計管理者、
上下水道局、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、
公平委員会

審
査
の
結
果

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
す
べ

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

陳
情
で
は
、
第
２
号
は
地
域

の
治
安
を
よ
く
す
る
取
り
組
み

等
の
提
案
で
し
た
が
そ
の
中
の

「
治
安
の
状
態
を
数
値
化
す
る
」

こ
と
が
市
と
し
て
は
困
難
な
こ

と
、
ま
た
第
４
号
操
縦
士
の
飲

酒
運
転
防
止
等
を
求
め
る
意
見

書
提
出
は
国
が
対
策
を
取
っ
て

い
る
等
で
賛
成
少
数
と
、
い
ず

れ
も
不
採
択
で
し
た
。

　

第
３
号
の
最
低
賃
金
法
改

正
・
中
小
企
業
支
援
等
の
意
見

書
提
出
、
第
５
号
の
小
学
校
付

近
の
道
路
安
全
対
策
、
第
７
号

の
食
料
自
給
率
・
家
族
農
業
支

援
等
の
意
見
書
提
出
、
第
８
号

の
裏
金
問
題
・
団
体
献
金
禁
止

等
の
意
見
書
提
出
は
、
い
ず
れ

も
採
択
で
し
た
。
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　３月定例会に提出された議案等のうち、賛否が分かれた案件は、１件で

した。議員個人の表決は以下のとおりです。なお、表に掲載していない議

案等は、「起立全員」、「異議なし」で可決・同意されました。

【議案等の議決結果】

議決結果

３月
令和７年

第３回
定例会

【
会
派
名
】 �

　 

…
や
ら
い
や
　
　
　
…
新
政
会
　
　
　
…
日
本
共
産
党

新

や

共

　　

や 新 共

賛
成
反
対

議
決
結
果

朝
日 

等
治

大
月 

悦
子

大
津 

昌
克

福
井 

典
子

田
村 

閑
美

山
根 

健
資

藤
井 

隆
弘

丸
田 

克
孝

福
谷 

直
美

鳥
飼 

幹
男

福
井 

康
夫

鳥
羽 

昌
明

竺
原 

晶
子

伊
藤 

正
三

米
田 

勝
彦

佐
藤 

博
英

番号 件　　名 委員長報告
（付託委員会） 請願・陳情に対する賛否

陳情 第 2号 市民とともに「いじめ」「自殺」「児童虐待」
「犯罪」等を減らす取組についての陳情 不採択 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 1 採択

陳情 第 3号 最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充
を求める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 4号 操縦士の飲酒運転の防止など航空安全のた
めの対策を求める意見書提出について 不採択 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × － × × × × ○ × ○ 8 7 採択

陳情 第 5号 小学校付近の道路における安全対策につ
いて 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 6号
ガソリン税の暫定税率の可及的速やかな廃
止など、ガソリン高対策の実施を求める意
見書提出について

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 7号 国産食料の増産、食料自給率の向上、家族
農業支援強化を求める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

陳情 第 8号 裏金問題の徹底究明と企業・団体献金の禁
止を求める意見書提出について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 0 採択

請願・陳情の結果

賛否の内訳

凡例　 ○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

※請願・陳情は、提出された請願及び陳情に対して、賛成は「○」、反対は「×」と記載しています。
凡例　 ○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

　　

や 新 共

賛
成
反
対

議
決
結
果

朝
日 

等
治

大
月 

悦
子

大
津 

昌
克

福
井 

典
子

田
村 
閑
美

山
根 
健
資

藤
井 
隆
弘

丸
田 

克
孝

福
谷 

直
美

鳥
飼 

幹
男

福
井 

康
夫

鳥
羽 

昌
明

竺
原 

晶
子

伊
藤 

正
三

米
田 

勝
彦

佐
藤 

博
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議案番号 件　　名 議案に対する賛否

議会
発議 第 ７号 操縦士の飲酒運転の防止など航空安全のための対策

を求める意見書提出について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × － × × × × × × ○ 7 8 否決
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【特別委員会】
【特別委員会とは？】
　臨時的に特別な問題について審査または調査を必要とする場合に設置されます。

委
員

田村 閑美 委員長、福井 典子 副委員長
佐藤 博英 委員、竺原 晶子 委員、福谷 直美 委員、
丸田 克孝 委員、米田 勝彦 委員

地域の賑わい創出対策特別委員会

　２月10日(月)に倉吉観光MICE協会との意
見交換会を行いました。琴桜観光駐車場の利
用については委員から、観光バスのショット
ガン方式の取り入れ、多くの方が利用できる
トイレの必要性等の意見がありました。市か
らは伝統的建造物群周辺を歩く仕掛けづくり
も検討したいとの考え方を聞きました。
　３月19日(水)には、特別委員会を開催し、
①観光駐車場について
②倉吉市周遊滞在型観光地モビリティ向上計
　画について
③倉吉パークスクエア集いの森整備事業につ
　いて
を協議しました。
　倉吉市周遊滞在型観光地モビリティ向上計
画については、うつぶきループバスを３月30
日(日)から土日祝日運行。グリーンスローモ
ビリティは５月からの運行とするが、打吹つ
ながるモビリティ運営協議会に社協や社会福
祉法人も入ってもらい、ドライバーの確保や
利用する時の周知に努めてもらうこと。ラッ

ピングについては、屋根を倉吉絣
かすり

の色にし、
シートを絣保存会に作っていただき、倉吉市
の伝統工芸をPRできる車両でスタートする
等の説明を聞きました。うつぶきループバス
周遊マップは、運行ダイヤも詳しく掲載され
ており、わかりやすいマップでした。
　倉吉パークスクエア集いの森については、
主に美術館オープニングイベントの詳細につ
いて説明を聞きました。なお、オープン前の３
月25日(火)に、バルコスカフェを含む集いの
森の現地見学にて詳細な説明を聞きました。
　また、その他として大御堂廃寺跡の状況に
ついて、説明を受けました。芝が根を張って
いない状態なので、しばらく養生をし、ゴー
ルデンウィーク１週間前くらいから市民の希
望があれば出店やキッチンカー、フリーマー
ケット等のイベントに利用していただくこと
や６～７月頃からスポーツ利用の貸し出しを
するなど、今後の利用計画を聞きました。今
後も進捗状況を確認しながら当委員会の役割
を推進していきたいと思います。

第２次議会改革推進特別委員会 委
員

朝日 等治 委員長、大津 昌克 副委員長、
伊藤 正三 委員、大月 悦子 委員、鳥羽 昌明 委員
鳥飼 幹男 委員、福井 康夫 委員、藤井 隆弘 委員
山根 健資 委員

　当委員会は、３月14日(金)に第12回の委員
会を開催し、全９件の付託事件のうち、
①議会の映像配信について
②政治倫理条例の見直しについて
③議員定数、報酬について
の３事件について調査を深めました。

　これらについて一定の結論が出ましたので
報告いたします。
①議会の映像配信について

現在は、本会議の一般質問、質疑、討論・
採決のみを、ケーブルテレビで放映してい
るものを、令和７年度からはインターネッ
ト配信も加え、時間や場所、媒体に制約さ
れず、誰もが気軽に、より多くの会議を見
ることを可能にするよう決定しました。
また、議場にモニターを設置し、傍聴席及

び動画等を視聴される方に説明資料を明示
するなど、「議会の見える化」を推進して
いくことを決定しました。

②政治倫理条例の見直しについて
現在の状況を踏まえ、審査を求める請求の
要件を厳格化し、市民目線での真相の究明
と相応の措置を確立することにより、客観
性、公正性、透明性を確保し、恣意的に適
用することを防止するよう条例を改正する
ことについて決定しました。

③議員定数、報酬について
「議会の見える化」を重点的に進めること
に特化した体制を議会全体で整備してい
き、市民と語る会や議会報告会など、市民
との語らいの中で出た意見を今後の議会に
活かしていくことを確認しました。
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期　　　間 令和7年2月6日（木） 旅 費 総 額 54,360円

視察先・目的 東京都中央区 早稲田大学日本橋キャンパス 早稲田大学マニフェスト研究所
「地方議員のための自治体財政基礎講座」

視　察　者 大津 昌克	 １人

視  察  報  告

令和７年２月第２回臨時会 議案等の議決結果臨時会

【臨時議会とは？】
　突発的事情などにより、次の定例会の開催を待つことができない場合、特定の事件に限ってこれを
審議するために臨時招集される議会のことをいいます。

賛否の内訳
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議案番号 件　　名 議案に対する賛否

議案 第 12号 令和６年度倉吉市一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 0 原案可決

凡例　 ○賛成、×反対、※退席・除斥・欠席、－議長のため表決に加わらず

「飛び出せ！議場」コーナーに関する
団体やグループなどを募集しています！

　議会だより編集委員に『活動を見に来てほしい』『話を
聞いてほしい』という団体やグループを募集しています。

【連絡先】
〒682－8611　倉吉市葵町７２２　倉吉市議会事務局
電子メール：gikai@city.kurayoshi.lg.jp
電話：22－8145

希望される場合は、下記の連絡先にお問い合わせください。



　４月26日（土）、倉吉市民待望
の「HOTEL星取テラスせきが
ね」(表紙)が開館しました。
　地元の鴨川中学校では、総合
的な学習の時間を活用し、地元
への理解を深める「関金いきい

きプロジェクト」に取り組んでいます。
　その一環として、鳥取大学地域学部の学生ととも
に実施した、50年後の関金についてのアンケートで
は、半数以上が「縮小・衰退する」と回答があった
ことに危機感を持ち、関金の観光資源である温泉の
活用について考察を続けています。
　そこで今回は、「HOTEL
星取テラスせきがね」の開
館について、生徒さんに編
集委員がインタビューしま
した。

　一般の方だけでなく、合宿にも利用できると聞いて、
　学生も利用できることがいいと思った。
　是非、利用してみたい。
　関金は、小さい頃の印象だと「あまり建物などがない
な」というものだったけど、新しいものが増えたり、
建ったりして変化してきているのがいいなと思った。

　星取テラスせきがねの開
館にあたり、地元鴨川中
学校にて、関金の賑わい
づくりについて生徒さん
にインタビューをしまし
た。緊張しながらも関金愛を感じる素直な意見を聞くことが
できました。
　若者の声を聞く！実現！自信をもって伝えるチカラが育つ！
　このサイクルが大切と実感しました。

【 編集委員の感想 】

「HOTEL星取テラスせきがね」のオープンを
どう感じますか？Ｑ１

　子どもの遊べるスペースがあって、小さな子どもでも
　施設内で楽しめる施設になればいいと思う。
　自分たちの好きなアーティストが泊まって、イベント
などの催し物が開催され、若者がたくさん集まる場所
にしたい。
　インスタ映えするスポットや話題があれば、人がたく
　さん来てくれる施設になると思う。

「HOTEL星取テラスせきがね」をどういう施
設にしたいですか？Ｑ２

　関金でPRしたいものは「温泉」。関金＝〇(コレ！）とい
　うインパクトのあるものがほしい。
　子どもが遊べる場所がほしい。例えば、バスケットゴー
　ルが設置してある公園など。
　町民運動会がなくなってしまったので、復活してほしい。

関金のにぎわいづくりについて大人に伝えた
いことは？Ｑ３

イコール

発行：倉吉市議会 ／ 編集：議会だより編集委員 〒682-8611 鳥取県倉吉市葵町722　TEL.（0858）２２－８１４５　FAX.（0858）２２－８１４６
【議会だより編集委員】 福井 典子委員長、大月 悦子副委員長、朝日 等治委員、竺原 晶子委員、鳥羽 昌明委員、山根 健資委員

　倉吉市の出生数は令和元年の359人から令和６
年には224人に減少し、５年間で135人の減少と
なった。毎年400人程度の人口が減少している現

在の倉吉市人口は43,280人（R７.４月末現在）で、今後
６～７年後には４万人を切る勢い。全国的に人口減少が進
む中、倉吉市の人口を増やすのは難しいと考える。持続可
能な社会を目指し、戦略的にコンパクトシティのような
まちづくりを進めることが合理的と考えるが、市内のあ
る園の家庭では出生率が2.5人であり、倉吉市の出生率は
1.62、鳥取県は1.60、全国平均は1.26。鹿児島県徳之島
町は2.25で日本一です。市内のある園の環境づくりに、
倉吉市の出生数を伸ばすヒントがある。
　　　　　　　　　　　　　　 （編集委員：山根健資）

議会だより「白壁」
のご意見・ご感想はこちら ▶

令和７年 ６月 倉吉市議会定例会
【会　　期】 ６月11日（水）～６月30日（月）
【会議日程】

月日 曜
日

会議
区分 時 間 内　容

６月１１日 水 本会議 午前１０時 議案の上程、提案理由の説明
１２日 木 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
１３日 金 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問
１４日 土 休会
１５日 日 休会

１６日 月 本会議 午前１０時 市政に対する一般質問

１７日 火 予備日
１８日 水 休会

１９日 木 本会議 午前１０時 付託議案に対する質疑～
委員会付託

２０日 金 予備日
２１日 土 休会
２２日 日 休会
２３日 月 委員会 午前１０時 予算決算常任委員会 (予定)
２４日 火 予備日
２５日 水 委員会 午前１０時 常任委員会(総産・厚文) (予定)
２６日 木 予備日
２７日 金 議事整理日
２８日 土 休会
２９日 日 休会

３０日 月 本会議 午前１０時 委員長報告～
付議議案の討論・採決

 …ケーブルテレビ放送あり　　　 …手話通訳あり
　 ※�録画放送は開催日の午後７時から。

倉吉市議会の情報は、ホームページでもご覧いただけます。
会議予定、議長日程、議員名簿、市議会だより、
会議録などを掲載しています。

倉吉市議会 検索


